
2007年出土の木簡

，
７

ア冷

Ｌ
争
了
Ｉ
Ｇ

木
簡

の
再
検
討
と
地
域
社
会

の
展
開

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
で
の
木
簡
展
示
に
伴

っ
て
、
展
示
図
録

『古
代
地
方
木
簡
の
世
紀
―
文
字
資
料
か
ら
見
た
古
代
の
近
江
』
（同
博

物
館
、
二
〇
〇
八
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

西
河
原
地
区
に
展
開
す
る
古
代
遺
跡
を

「西
河
原
遺
跡
群
」
と
し
て
捉

え
直
し
、
詳
細
な
再
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
西
河
原
遺
跡
群

は

「野
洲
郡
衛
も
し
く
は
評
衛
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
考
え

る
」
（九
一
頁
）
と
す
る
。
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
の
郡
符
木
簡

（
一
号
木
簡
）
は
第
四
遺
構

面
第
四
段
階
の
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
〇

一
か
ら
の
、
条
里
記
載
木
簡

（四
号
木

簡
）
は
同
溝
西
側
遺
構
面
か
ら
の
出
上
で
、
四
号
木
簡
は

「条
里
坪
付
に

関
す
る
記
載
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
八
世
紀
前
半
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
」
（人
七
頁
）
と
す
る
。
第
四
遺
構
面
の
年
代
は
七
世
紀
後
半
か
ら
人
世

紀
前
半
以
降
と
解
し
得
る
が
、
終
期
を
何
時
と
み
る
か
に
よ
つ
て
、
近
江

に
お
け
る
条
里
呼
称
の
成
立
な
ど
の
問
題
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

木
簡
は
、
単
独
で
は
な
く
出
土
遺
跡
の
理
解
や
、
さ
ら
に
周
辺
遺
跡
や

出
土
遺
物
と
の
総
合
理
解
が
重
要
で
あ
る
。
西
河
原
遺
跡
群
の
よ
う
な
成

果
は
、
今
後
他
の
遺
跡
群
で
も
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（岩
本
次
郎
）
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